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左から本田さん、小貫さん、西村さん、伊藤さん

１
９
７
４
年
（
昭
和
49
年
）
の
茨
城
国
体
を
契
機
に
、
翌
年
行
政
指
導
で
小
学
校
区
ご
と
に
市
民
運
動
が
始
ま
り
、
塙
山

学
区
は
１
９
８
０
年
（
昭
和
55
年
）
に
当
会
が
発
足
し
ま
し
た
。
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
社
会
情
勢
や
私
た
ち
の
生
活
、
個
々

の
考
え
方
も
大
き
く
変
化
し
て
き
て
い
る
今
日
で
す
が
、
そ
の
時
そ
の
時
に
必
要
な
こ
と
や
想
い
を
大
切
に
、
誰
も
が
住
ん
で

良
か
っ
た
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
の
理
念
を
繋
い
で
い
き
ま
す
。

日
立
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議

会
設
立
50
周
年
記
念
式
典
が
11
月
１

日
（
土
）、
日
立
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

音
楽
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
功
労
者
と
し
て
塙
山
学
区

か
ら
は
４
名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

〇
西
村
ミ
チ
江
さ
ん

10
月
29
日
（
水
）、
埼
玉
県
久
喜
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
か
ら
25
名

が
来
訪
し
、
映
像
を
交
え
て
当
会
の

活
動
を
紹
介
し
ま
し
た
。

10
月
26
日
（
日
）、
日
立
市
原
子
力

災
害
避
難
訓
練
を
実
施
、
午
後
の
高

萩
中
学
校
ま
で
の
広
域
避
難
訓
練
は
、

悪
天
候
の
た
め
中
止
に
な
り
ま
し
た
。

茨
城
県
の
情
報
伝
達
訓
練
で
は
、

初
の
試
み
で
自
宅
の
テ
レ
ビ
に
専
用

機
器
を
接
続
し
、
避
難
指
示
な
ど
の

情
報
を
画
面
に
強
制
表
示
し
、
呼
び

か
け
・
応
答
す
る
実
証
実
験
を
行
い

ま
し
た
。

□
午
前
10
時　

双
方
向
情
報
提
供
シ

　

ス
テ
ム
を
用
い
た
屋
内
広
報
訓
練

　

及
び
屋
内
退
避
訓
練

□
10
時
30
分　

施
設
敷
地
緊
急
事
態

　

屋
内
退
避
準
備
指
示
発
令

□
11
時　

全
面
緊
急
事
態
屋
内
退
避

　

指
示
発
令
後
、
自
宅
で
の
避
難
準

　

備
実
施

□
11
時
30
分　

訓
練
終
了

第
２
回
塙
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
協
議
会
が
10
月
22
日
（
水
）、

塙
山
小
で
開
催
さ
れ
、
委
員
９
名
と

地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員
１
名
が

出
席
し
ま
し
た
。

髙
橋
校
長
よ
り
１
学
期
か
ら
10
月

ま
で
の
児
童
の
様
子
、
川
田
教
頭
か

ら
は
１
学
期
に
実
施
し
た
学
校
評
価

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
及
び
課
題
等
に

つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
か
ら
見
え
た
課
題
を
中
心
に
意
見

交
換
を
し
ま
し
た
。

今
年
度
学
校
で
は
、「
自
己
決
定
の

場
」
を
意
識
し
た
、
自
ら
学
ぶ
態
度

11
月
２
日
（
日
）、
未
来
地
球
局
と

ま
ち
づ
く
り
応
援
隊
の
メ
ン
バ
ー
が

ハ
ナ
ミ
ズ
キ
通
り
を
飾
る
花
の
里
親

の
プ
ラ
ン
タ
ー
に
土
を
入
れ
替
え
る

作
業
を
実
施
。

９
日
（
日
）
の
ク
リ
ー
ン
塙
山
デ
ー

10
月
25
日

（
土
）、
当
会
の

石
井
謙
二
会
長

と
６
年
生
、
塙

山
小
渡
部
先
生

の
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト

に
よ
る
フ
ァ
ン

フ
ァ
ー
レ
が
塙

山
小
体
育
館
に

響
き
、
賑
や
か

に
塙
山
さ
ん
さ

日
立
塙
山
郵
便
局
長　

江
橋
靖
雄

Ｊ
Ａ
日
立
市
多
賀
・
和
田
新
聞
店

　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
敬
称
略

ん
秋
祭
り
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

遊
び
の
広
場
は
、
今
年
は
６
年
生

が
、
も
ぐ
ら
た
た
き
ゲ
ー
ム
と
ピ
ン
ポ

ン
ゲ
ー
ム
で
初
参
加
、
行
列
が
で
き
る

ほ
ど
の
人
気
で
し
た
。

塙
山
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
射
的
や
ス
ー

パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
、
輪
投
げ
。
野
球

少
年
団
Ｏ
Ｂ
に
よ
る
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
。

キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
宝
探
し
や
ボ

ウ
リ
ン
グ
、
他
に
も
魚
釣
り
ゲ
ー
ム
や

握
力
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
ひ
も
く
じ
、
的
あ

て
、け
ん
玉
、ス
ー
パ
ー
竹
と
ん
ぼ
コ
ー

ナ
ー
も
あ
り
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
広
場
で
は
、
塙
山
小
髙

橋
校
長
と
川
田
教
頭
が
じ
ゃ
ん
け
ん

大
会
の
お
手
伝
い
。
参
加
者
は
、
じ
ゃ

ん
け
ん
の
札
を
確
認
し
て
一
喜
一
憂
。

ク
イ
ズ
大
会
は
知
識
と
カ
ン
で
答
え

を
必
死
に
導
き
出
し
て
い
ま
し
た
。

毎
年
恒
例
の
ビ
ン
ゴ
大
会
は
カ
ー

ド
を
何
枚
も
床
に
置
き
、
数
字
を
探

す
子
ど
も
た
ち
が
大
勢
い
ま
し
た
。

食
の
広
場
や
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
コ
ー

ナ
ー
も
大
盛
況
。
あ
い
に
く
の
雨
で

小
さ
い
花
火
大
会
は
中
止
に
な
り
ま

し
た
が
、
約
６
０
０
名
の
来
場
者
で

会
場
は
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

多
く
の
方
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

25
年
間
当
会
の
会
長
と
し
て
活
動

し
て
き
た
功
績
か
ら

〇
伊
藤
智
毅
さ
ん

　

当
会
設
立
当
初
か
ら
令
和
７
年
３

月
ま
で
の
45
年
間
、
様
々
な
役
員
を

歴
任
し
な
が
ら
、
塙
山
の
ま
ち
づ
く

り
に
多
大
な
る
貢
献
を
し
た

〇
本
田
春
雄
さ
ん

13
年
に
渡
り
、
安
全
安
心
局
長
や

防
災
担
当
副
会
長
を
兼
任
。
塙
山
小

児
童
対
象
の
防
災
教
室
や
住
民
の
防

災
訓
練
等
、
防
災
士
と
し
て
も
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
に
大
き
く
貢
献
し
た

〇
小
貫
亨
子
さ
ん　
　

25
年
間
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
携

わ
り
、
そ
の
間
、
楽
集
局
部
長
・
局

長
を
務
め
、
住
民
の
健
康
増
進
と
交

流
事
業
に
大
き
く
貢
献
し
た

受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
活
動
に

心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

の
育
成
を
目
標
の
１
つ
と
し
て
掲
げ

て
い
ま
す
。
大
人
で
も
難
し
い
こ
と
で

す
が
、
こ
れ
か
ら
成
長
し
て
い
く
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
大
事
な
こ
と
。
色
々

な
場
面
で
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
連

携
し
、
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

に
合
わ
せ
て
予
定
し
て
い
た
、
塙
山

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
員
と
６
年
生
有
志

の
花
植
え
は
、
雨
で
中
止
に
な
っ
た

た
め
、
12
日
（
水
）、
塙
山
・
ハ
ナ
ミ

ズ
キ
通
り
の
除
草
、
落
ち
葉
掃
き
後

に
未
来
地
球
局
と
参
加
し
て
く
れ
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
色
と
り
ど
り
の
パ
ン

ジ
ー
が
植
え
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

11
月
16
日

（
日
）、
ひ
た

ち
シ
ー
サ
イ

ド
マ
ラ
ソ
ン

２
０
２
５
が

開
催
さ
れ
、

当
会
か
ら
29

名
が
コ
ー
ス

監
察
業
務
を

担
当
、
沿
道

整
理
や
ラ
ン

ナ
ー
の
誘
導
、

安
全
確
保
を
行
い
ま
し
た
。

担
当
区
間
は
大
沼
小
東
側
の
ひ
た

ち
Ｂ
Ｒ
Ｔ
路
線
上
か
ら
国
道
２
４
５

号
の
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
日
立
河
原
子

海
岸
入
口
店
前
の
約
２
㎞
。
ゴ
ー
ル
に

向
け
て
元
気
に
走
る
ラ
ン
ナ
ー
に
、
市

内
の
小
学
６
年
生
が
作
成
し
た
応
援

う
ち
わ
で
、
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。
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さ
ん
さ
ん
基
金

現
在
高　
　

  

２
、０
４
３
、０
９
３
円

包丁を上手に使う児童も

息の合ったダンスでオープニングを飾る

楽
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
テ
ー
マ

に
今
年
度
活
動
し
て
い
る
６
年
生
は
、

10
月
25
日
（
土
）
に
開
催
さ
れ
た
塙

山
さ
ん
さ
ん
秋
祭
り
で
実
行
委
員
長

と
共
に
開
会
宣
言
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

イ
ベ
ン
ト
の
ダ
ン
ス
発
表
、
遊
び
の
広

11
月
８
日
（
土
）、
塙
山
小
校
庭
で

６
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
、
塙
山
交

流
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
。
開

会
式
で
の
塙
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ブ

西
村
和
文
代
表
理
事
と
当
会
石
井
謙

二
会
長
の
挨
拶
後
、
大
会
は
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

塙
山
Ｇ
Ｇ
会
と
や
ま
ぼ
う
し
の
他
、

一
般
の
参
加
者
な
ど
29
名
が
、
日
ご

ろ
の
練
習
の
成
果
を
競
い
、
優
勝
者

は
仁
平
利
雄
さ
ん
（
塙
山
町
）。
笑
顔

子
育
て
マ
マ
楽
集
会
は
、
10
月
28

日
（
火
）
に
、
日
立
市
か
み
ね
動
物

園
へ
遠
足
に
出
か
け
ま
し
た
。

18
組
38
名
の
親
子
が
参
加
し
、
カ

ピ
バ
ラ
に
触
れ
合
っ
た
り
、
ト
ラ
や
ラ

イ
オ
ン
な
ど
を
間
近
で
見
て
興
奮
し

て
い
た
り
と
親
子
で
楽
し
む
姿
が
見

10
月
28
日
（
火
）、
今
年
度
４
回
目

の
調
理
実
習
は
「
み
そ
汁
」。
だ
し
は

煮
干
し
と
鰹
節
を
使
い
、
児
童
は
事

前
準
備
と
し
て
朝
の
う
ち
に
煮
干
し

の
頭
と
は
ら
わ
た
を
手
で
取
り
除
き
、

11
月
14
日
（
金
）、
４
年
生
は
社
会

科
の
授
業
で
、
２
０
１
１
年
３
月
11

日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
時
の

塙
山
の
様
子
に
つ
い
て
、
当
会
の
石
井

会
長
か
ら
話
を
聞
き
ま
し
た
。

発
生
時
に
は
生
ま
れ
て
い
な
い
４

年
生
。
石
井
会
長
の
話
に
真
剣
に
耳

を
傾
け
、
同
時
に
当
時
の
避
難
所
や

自
衛
隊
か
ら
の
給
水
の
様
子
、
学
区

11
月
５
日
（
水
）、
２
年
生
４
人
が

生
活
科
の
ま
ち
探
検
で
、
塙
山
交
流

セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
ま
し
た
。

始
め
に
ど
ん
な
部
屋
が
あ
り
、
ど

ん
な
こ
と
で
利
用
し
て
い
る
の
か
セ

ン
タ
ー
内
を
見
学
、
そ
の
後
、
交
流

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
「
ど
ん
な
仕
事

を
し
て
い
る
の
」「
働
い
て
い
る
人
は

何
人
」「
何
歳
か
ら
何
歳
ま
で
働
い
て

い
る
の
」「
何
年
に
で
き
た
の
」「
ど

ん
な
人
が
来
る
の
」
と
５
つ
の
質
問

を
受
け
ま
し
た
。
対
応
し
た
小
澤
事

務
長
が
回
答
・
説
明
を
す
る
と
、
各
々

し
っ
か
り
と
記
録
用
紙
に
書
き
取
っ

て
い
ま
し
た
。
交
流
セ
ン
タ
ー
は

１
９
８
４
年
に
で
き
、
日
立
市
で
１ 震災当時の話に聞き入る児童

10
月
23
日
の
木
曜
サ
ロ
ン
は
、
塙

山
小
６
年
生
20
名
と
は
な
や
ま
認
定

こ
ど
も
園
の
園
児
22
名
と
の
交
流
会

を
行
い
ま
し
た
。

６
年
生
は
、
リ
コ
ー
ダ
ー
、
鍵
盤

ハ
ー
モ
ニ
カ
、
鉄
琴
で
の
演
奏
と
歌
を

披
露
。
堂
々
と
し
た
演
奏
と
ス
テ
キ

な
歌
声
を
聞
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

11
月
13
日
（
木
）
の
県
民
の
日
は
、

学
校
の
休
日
に
合
わ
せ
て
、
子
ど
も

食
堂
を
開
催
。
わ
く
わ
く
広
場
の
児

童
15
人
に
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
提
供
し

ま
し
た
。
次
回
は
冬
休
み
の
開
催
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
学
区
内
の
方
な

交流センタークイズに元気よくハーイ

場
で
は
自
主
制
作
の
も
ぐ
ら
た
た
き

ゲ
ー
ム
と
ピ
ン
ポ
ン
ゲ
ー
ム
で
祭
り

を
大
い
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
で
の
ダ
ン
ス
発
表
は
、

キ
レ
キ
レ
の
女
子
に
時
た
ま
出
て
く

る
男
子
の
ダ
ン
ス
も
良
い
ア
ク
セ
ン

ト
に
な
っ
て
い
て
、
来
場
者
を
楽
し

ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

号
館
と
の
説
明
に
児
童
は
と
て
も
興

味
を
持
っ
た
様
子
で
し
た
。

11
月
11
日
（
火
）、
２
年
生
は
地
域

か
ら
手
塚
一
雄
さ
ん
、
山
下
啓
二
さ

ん
、
豊
田
弘
さ
ん
、
小
神
埜
義
一
さ

ん
の
応
援
で
、
カ
ッ
タ
ー
の
使
い
方
を

学
習
し
ま
し
た
。
刃
の
出
し
方
、
持

ち
方
の
確
認
後
、
直
線
を
何
本
も
切
っ

て
練
習
。
支
援
者
は
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
ハ
ラ
ハ

ラ
で
し
た
が
、
授
業
の
終
わ
り
頃
に

は
と
て
も
上
手
に
使
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

６年ぶりの大会で交流も深まりました

鍋
に
分
量
の
水
を
入
れ
、
つ
け
て
お
く

こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

今
回
も
地
域
か
ら
、
料
理
上
手
な

６
人
が
応
援
。
み
そ
汁
の
具
材
と
な

る
大
根
、
油
揚
げ
、
ネ
ギ
の
切
り
方

等
に
つ
い
て
サ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。

大
根
の
皮
む
き
は
ピ
ー
ラ
ー
を
使

用
。
初
め
て
使
う
児
童
は
力
の
入
れ

具
合
が
難
し
く
手
こ
ず
っ
て
い
る
よ
う

で
し
た
。
大
根
が
な
か
な
か
煮
え
ず

水
が
な
く
な
り
そ
う
と
い
う
ピ
ン
チ

も
支
援
者
の
サ
ポ
ー
ト
で
美
味
し
い

み
そ
汁
が
で
き
ま
し
た
。

元気いっぱいの荒馬踊り

内
コ
ン
ビ
ニ
の
外
ガ
ラ
ス
が
割
れ
た
こ

と
、
店
舗
販
売
時
に
は
長
い
列
が
で

き
た
時
の
写
真
パ
ネ
ル
を
見
入
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
後
、
児
童
か
ら
震
災
に

関
す
る
多
く
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

と
交
流
が
広
が
る
和
や
か
な
大
会
と

な
り
ま
し
た
。
次
回
は
令
和
８
年
３

月
開
催
予
定
で
す
。

こ
ど
も
園
の
園
児
は
、
た
く
さ
ん

練
習
を
し
て
き
た
荒
馬
踊
り
を
元
気

に
踊
り
、
活
気
あ
ふ
れ
る
サ
ロ
ン
に
な

り
ま
し
た
。

ら
れ
ま
し

た
。
お
昼

は
広
場
で

み
ん
な
で

お
弁
当
を

食
べ
、
親

子
だ
け
で

な
く
お
母

さ
ん
同
士

の
交
流
も

深
め
ら
れ

ま
し
た
。

ら
ど
な
た
で
も
お
申
込
み
で
き
ま
す
。

　
令
和
８
年
１
月
７
日
㈬　

午
前
12
時
～

○
日
に
ち　

１
月
５
日
㈪
～
６
日
㈫

○
時　

間　
午
前
９
時
～
午
後
１
時
ま
で

○
電　

話　

34
ー
５
４
３
１（
福
祉
局
）

10
月
８
日
（
水
）
の
科
学
ク
ラ
ブ

で
は
、
今
年
度
よ
り
地
域
か
ら
支
援

に
入
っ
て
い
る
國
府
田
克
彦
さ
ん
を

中
心
に
「
家
の
周
り
の
石
こ
ろ
」
に
つ

い
て
、
薬
品
を
使
っ
て
ど
ん
な
反
応
が

あ
る
か
調
べ
ま
し
た
。
児
童
は
安
全

面
を
考
慮
し
て
実
験
用
保
護
メ
ガ
ネ

を
装
着
、
希
塩
酸
を
石
に
垂
ら
し
て

変
化
を
確
認
し
、
新
た
な
見
方
や
気

づ
き
が
あ
り
ま
し
た
。


